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世界農業遺産の里 国東市世界農業遺産の里 国東市

　今回からフルマラソンが公認レースとなった
「第24回仏の里くにさき とみくじマラソン大会」。
秋の国東ロードを舞台に、3807人がさわやかな
汗を流しました。　
　　　　　　　11月10日　　国東陸上競技場

富を届けるランナー富を届けるランナー
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11
月
３
日
、
ホ
テ
ル
ベ
イ
グ

ラ
ン
ド
国
東
に
お
い
て
「
平
成

25
年
度
国
東
市
文
化
の
日
表
彰

式
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。式
で
は
、

長
年
に
わ
た
る
功
績
が
顕
著
で

あ
っ
た
方
々
に
功
労
表
彰
が
、

市
の
公
益
の
た
め
に
高
額
の
寄

附
や
寄
贈
を
さ
れ
た
方
々
に
善

行
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
今
回
か
ら
創
設
さ
れ
た
感

謝
状
が
、
地
域
社
会
に
お
い
て

地
道
な
活
動
を
続
け
て
い
る
方

や
市
政
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
た

方
、
市
民
の
模
範
と
認
め
ら
れ

る
行
為
が
あ
っ
た
方
々
に
贈
ら

れ
ま
し
た
。

功
　
労
　
表
　
彰

■
保
護
司

西
　
村
　
恒
　
次 

さ
ん

（
国
東
町
田
深
）

　
平
成
13
年
４
月
以
来
、
12
年

間
保
護
司
と
し
て
活
動
さ
れ
ま

し
た
。

䑓
　
　
　

　
道 

さ
ん

（
武
蔵
町
吉
広
）

　
平
成
13
年
４
月
以
来
、
12
年

間
保
護
司
と
し
て
活
動
さ
れ
ま

し
た
。

重
　
末
　
萬
　
隆 

さ
ん

（
国
東
町
見
地
）

　
平
成
13
年
４
月
以
来
、
12
年

間
保
護
司
と
し
て
活
動
さ
れ
ま

し
た
。

■
文
化
功
労

国
東
神
楽
社

（
重
末
洋
治
社
長
・
国
東
町
見
地
）

　
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の

国
東
神
楽
を
長
年
に
わ
た
り
伝

承
・
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

富
永
神
楽
保
存
会

（
久
保
信
男
会
長
・
安
岐
町
瀬
戸
田
）

　
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の

富
永
神
楽
を
長
年
に
わ
た
り
伝

承
・
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

手
野
神
楽
保
存
会

（
平
塚
孝
治
会
長
・
武
蔵
町
手
野
）

　
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の

手
野
神
楽
を
長
年
に
わ
た
り
伝

承
・
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

武
　
多
　
成
　
道 

さ
ん

（
国
見
町
竹
田
津
）

 

平
成
８
年
か
ら
「
大
光
寺
文

化
講
演
会
」
を
１
０
０
回
開
催

し
、
地
域
の
文
化
振
興
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

■
農
業
振
興

農
事
組
合
法
人
山
口
生
産
組
合

（
木
田
憲
治
組
合
長
・
安
岐
町
山
口
）

　
集
落
営
農
法
人
と
し
て
20
年

に
わ
た
り
活
動
を
つ
づ
け
、
作

業
受
託
を
行
う
な
ど
地
域
農
業

の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

長
　
廣
　
正
　
光 

さ
ん

（
武
蔵
町
丸
小
野
）

　
大
分
県
特
産
の
小
ね
ぎ
を
長

年
栽
培
し
、
国
東
支
部
長
と
し

て
新
た
な
生
産
体
制
、
後
継
者

育
成
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

善
　
行
　
表
　
彰

牛
　
嶋
　

二
郎 

さ
ん

（
武
蔵
町
古
市
）

　
国
東
市
の
救
命
・
救
急
体
制

の
充
実
の
た
め
に
、
消
防
本
部

へ
多
額
の
寄
付
を
さ
れ
ま
し
た
。

重
　
吉
　
公
　
生 

さ
ん

（
国
東
町
小
原
）

　
図
書
館
の
図
書
・
備
品
の
整

備
費
と
し
て
、
多
額
の
寄
付
を

さ
れ
ま
し
た
。

牧
　
　
　
泰
　
濤 

さ
ん

（
武
蔵
町
古
市
）

　
大
分
県
美
術
協
会
名
誉
会
員

を
務
め
、国
東
市
に
大
作
「
友
情
」

の
書
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

村
　
田
　
佳
代
子 

さ
ん

（
神
奈
川
県
鎌
倉
市
）

　
国
際
的
美
術
協
会
で
活
躍

し
、
ペ
ト
ロ
・
カ
ス
イ
岐
部
に

関
す
る
絵
画
を
３
点
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

感
　
謝
　
状

■
人
命
救
助

元
　
永
　
數
　
馬 

さ
ん

（
国
東
町
富
来
浦
）

　
富
来
浦
女
瀬
に
お
い
て
、
魚

船
が
転
覆
し
夫
婦
が
投
げ
出
さ

れ
た
事
故
で
、
漁
協
の
依
頼
に

よ
り
現
場
に
駆
け
つ
け
、
夫
婦

を
救
助
し
ま
し
た
。

■
ス
ポ
ー
ツ
振
興

都
　
留
　
喜
多
男 

さ
ん

（
国
見
町
中
）

　
43
年
間
に
わ
た
り
、
市
内
一

般
・
学
童
の
野
球
は
も
と
よ
り
、

大
分
県
高
校
野
球
の
審
判
員
を

務
め
て
い
ま
す
。

平
　
塚
　
武
　
久 

さ
ん

（
国
東
町
安
国
寺
）

　
45
年
間
に
わ
た
り
、
市
内
一

般
・
学
童
の
野
球
は
も
と
よ
り
、

大
分
県
高
校
野
球
の
審
判
員
を

務
め
て
い
ま
す
。

小
田
原
　
公
　
治 

さ
ん

（
国
東
町
吉
木
）

　
国
東
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
の
指

導
者
と
し
て
、
30
年
間
に
わ
た

り
青
少
年
健
全
育
成
に
努
め
て

い
ま
す
。

■
文
化
振
興

森
　
田
　
哲
　
史 

さ
ん

（
国
東
町
岩
戸
寺
）

　
国
指
定
重
要
無
形
文
化
財

「
修
正
鬼
会
」
に
、
タ
イ
レ
シ

と
し
て
20
年
（
10
回
）
以
上
務

め
て
い
ま
す
。

小
　
原
　
好
　
美 

さ
ん

（
山
口
県
山
口
市
）

　
国
指
定
重
要
無
形
文
化
財

「
修
正
鬼
会
」
に
、
タ
イ
レ
シ
と

し
て
38
年
間
務
め
て
い
ま
す
。

清
　
原
　
修
　
治 

さ
ん

（
武
蔵
町
吉
広
）

　
36
年
間
に
わ
た
り
吉
弘
楽
の

演
者
と
し
て
楽
を
舞
う
一
方
、

20
年
間
指
導
者
と
し
て
後
継
者

の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

都
　
留
　
美
　
英 

さ
ん

（
武
蔵
町
手
野
）

　
手
野
神
楽
を
伝
承
・
保
存
す

る
た
め
、
30
年
以
上
指
導
者
と

し
て
後
継
者
の
育
成
に
努
め
て

い
ま
す
。

■
環
境
美
化

岩
　
光
　
　
　
侃 

さ
ん

（
武
蔵
町
麻
田
）

　
10
年
以
上
に
わ
た
り
、
年
間

３
０
０
０
ポ
ッ
ト
の
花
の
苗
を

作
り
、
地
域
の
公
民
館
は
も
と

よ
り
、
地
区
民
に
年
に
３
～
４

回
苗
を
配
布
す
る
な
ど
、
地
域

の
美
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

藤
　
嶋
　
五
　
男 

さ
ん

（
武
蔵
町
手
野
）

　
23
年
間
、
地
区
の
公
民
館
に

四
季
折
々
の
花
を
植
え
、
環
境

美
化
に
努
め
地
域
の
人
々
か
ら

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

永
　
松
　
満
　
美 

さ
ん

（
武
蔵
町
成
吉
）

　
10
年
以
上
に
わ
た
り
、市
道
・

河
川
の
草
刈
を
年
３
回
行
い
、

環
境
美
化
は
も
と
よ
り
、
交
通

事
故
防
止
に
も
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

宇
佐
元
　
文
　
人 

さ
ん

（
安
岐
町
明
治
）

　
30
年
以
上
に
わ
た
り
、
区
の

公
民
館
の
周
辺
の
草
刈
を
年
10

回
以
上
行
い
、
環
境
美
化
に
努

め
て
い
ま
す
。

■
寄
付

松
　
原
　
徹
　
也 

さ
ん

（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

　
安
岐
町
塩
屋
の
県
指
定
文
化

財
「
塚
山
古
墳
」
の
所
在
地
と

隣
接
地
を
、
文
化
財
保
護
の
観

点
か
ら
３
５
０
０
㎡
を
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。

栄
誉
章
表
彰

河
　
野
　
輝
　
暉 

さ
ん

（
国
東
町
鶴
川
）

　
第
50
回
現
代
俳
句
全
国

大
会
で
最
高
賞
に
輝
く
な

ど
、
短
歌
・
俳
句
文
化
の

発
展
に
多
大
な
功
績
を
あ

げ
て
い
ま
す
。

▲受賞者代表謝辞を述べる富永神楽保存会の久保信男会長

 
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

国
東
市
文
化
の
日
表
彰

▲受賞者のみなさん
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　自分を制御するだけの力が備わっていないものに、どうして「思いやり」の行動や「や

さしい態度」などを望むことができるだろうか。子どもが授業に集中し、先生の話を持

続して聞くことができない時、学力のトレーニングはできない。

　「生きる力」は、家を建てる順序と同じで、土台となる「体力」と「耐性」が基本。鍛

えるには、困難に耐えさせ、負荷（負担とな

ること）を与えることだ。

　「体力」は身体的エネルギーの源で、「健康」

や「行動能力」に係わっていく。「耐性」は精

神的エネルギーの源で、「がまんする力」や「気

力」に代表され、「やりたくても、やってはな

らないこと」をがまんし、「やりたくなくても

やるべきこと」をやり通すことは、すべて「耐

性」が身についているからこそできる。

　「体力」と「耐性」を育て切れば、後のことは、

社会と子ども自身に任せておいても大丈夫！

　
旭
日
幼
稚
園
は
、
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
中
に
あ
り
ま
す
。
４
～
５

歳
児(

２
ク
ラ
ス)

６
名
の
園
児
た
ち
は
、
毎
日
明
る
く
元
気
に
園
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
。

　「
友
だ
ち
と
と
も
に
意
欲
的
に
生
活
す
る
、
た
く
ま
し
く
心
豊
か
な
子
ど

も
の
育
成
」
を
教
育
目
標
に
掲
げ
、
遊
び
や
体
験
活
動
を
重
視
し
た
教
育

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
旭
日
小
学
校
の
児
童
と
交
流
活
動
を
行
う
こ

と
で
、
小
学
校
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
接
続
（
小
一
プ
ロ
ブ
レ
ム
へ
の
対
応
）

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
弥
生
の
ム
ラ
で
、
他
園
と
合
同
で
田
植
え
や
案
山
子
作
り
や
稲
刈
り
等

の
体
験
活
動
を
通
し
て
交
流
を
図
り
ま
す
。
合
同
で
の
体
験
活
動
を
す
る

こ
と
で
お
互
い
を
知
り
、
な
か
よ
く
楽
し
く
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
１
月
に
は
、
収
穫
し
た
も
ち
米
で
三
色
餅(

信
号
機
の
色)

を
つ

き
、
園
児
手
作
り
の
マ
ス
コ
ッ
ト
と
三
色
餅
を

ド
ラ
イ
バ
ー
に
配
り
ま
す
。

　
小
学
校
児
童
と
の
交
流
で
は
、
１
・
２
年
生
と

芋
植
え
・
芋
掘
り
体
験
を
し
ま
す
。
畑
を
お
借

り
し
て
地
域
の
方
に
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら

の
楽
し
い
活
動
で
す
。
収
穫
後
は
、
お
い
し
い

焼
き
芋
を
み
ん
な
で
食
べ
ま
し
た
。

　
地
域
と
連
携
し
た
活
動
も
あ
り
ま
す
。
地
域
・

小
学
校
・
幼
稚
園
合
同
の
大
運
動
会
や
文
化
祭

な
ど
で
す
。
地
域
の
人
々
に
あ
た
た
か
く
見
守

ら
れ
な
が
ら
園
児
た
ち
は
ス
ク
ス
ク
成
長
し
て

い
ま
す
。

　
今
年
は
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
た
め
に
、

初
め
て
親
子
海
水
浴
を
企
画
し
ま
し
た
。
宝
探

し
や
ス
イ
カ
割
り
を
し
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
地
域
・
保
護
者
・
小
学
校
・
園

が
連
携
を
と
り
な
が
ら
、「
元
気
よ
く
遊
ぶ
子
ど

も
」「
工
夫
し
て
楽
し
く
遊
ぶ
子
ど
も
」「
や
さ

し
く
心
豊
か
な
子
ど
も
」
が
育
つ
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

国
東
市
立
旭
日
幼
稚
園

　
畑
尾
洋
之
園
長
　
園
児
数
６
名☎

０
９
７
８

－

７
２

－

０
３
５
２

学校じまん・園じまん 〜国東市立旭日幼稚園〜20

親子海水浴　浜で宝探しゲーム 弥生のムラで稲刈り

「第３回 国東市“教育の里づくり”の集い」開催レポート

−協働と協育の“教育の里づくり”を目指して−

地 域 総 ぐ

基 調

講 演

る み で 子 育 て を ！

　今回の集いは「家庭・地域・学校が連携した子育てを」をテーマに、まずは教育学者として全国を駆
け回る 三浦 清一郎 氏 による基調講演、続いてパネルディスカッションと2部形式で行われました。
　三浦先生の力強い講演に刺激され、パネルディスカッションでは3名のパネリストのほかに会場からも発
言があり活発に意見が飛び交いました。

　今回の集いを終えて、「教育の里づくり」の実現には、家庭・地域・学校の三者の連携こそが最も重要であると
確かめ合いました。

　家庭・地域・学校は、人と人との出会いを通し、より良い生き方を学ぶ大切な教育
の場であるとともに、学んだことを実践する場です。
　家庭は家族を中心とした関係づくりの場、学校は同（異）年齢の児童生徒を中心と
した関係づくりの場、そして地域は、さまざまな立場・年代の多くの人々が、共に支
え合い、つながり合う場。その特性と役割を大切にしながら、三者一体の地域総ぐる
みでの子育てが、国東市の未来を担う子どもたちの豊かな学びを支えることにつな
がっていくのです。

　国東市政の目標“三つの里
づくり”の一つである“教育
の里づくり”を目指して始めら
れたこの集いも3年目を迎え
ました。会場には市内の教職
員や退職校長会等の教育関係
者、保護者などを中心に約450
名の参加者が集まり、教育課
題について共通認識を深めあ
いました。

10月6日(水) 午後６時
アストくにさき　

講　師　三浦　清一郎 氏
月刊生涯学習通信「風の便り」編集長／生涯学習･社会システム研究者

《学校の役割》
○基礎基本の定着をはじめとした確かな学力

や体力を身につけさせる。
○子どもたちが安心して学習できる環境をつ

くる。

《地域の役割》
○子どもたちに多様な体験の場を提供する。
○子どもたちが安心して活動できる安全な地域づくりを進める。

《家庭の役割》
○子どもの心身の健康を育む。
○生活習慣や、善悪の判断 ( ならぬことはなら

ぬ ) など規範意識の基盤をつくる。

「生きる力」の三角形

感受性

社会性

学　力

耐　性

体　力

▲地域総ぐるみでもちつき大会

問い合わせ　教育委員会学校教育課　☎ 0978 － 73 － 0066



氏　　名 担当地区 氏　　名 担当地区 氏　　名 担当地区
国見地区（21 人） 小　坪　敏　和 中田 魚　返　瑠美子 三井寺・志和利

前　田　啓　子 西方寺 稲　葉　瑞　子 岩屋 厚　田　ハツ子 成吉・今市
竹田津　サ　ザ 岡 久　野　美惠子 赤松 佐　木　惠　子 手野下・手野上
藤　原　アサミ 浦手 髙　木　 　武 横手 䑓　　　 　道 吉広下・吉広上
木　村　トモ子 鬼籠 池　田　文　政 行入 岩　元　孝　雄 麻田下・麻田上・狭間
坂　本　のぶ子 櫛海 佐　藤　容　子 主任児童委員 俣　見　成　光 丸小野下・丸小野上
大　石　鈴　子 赤根 国東地区南（25 人） 岩　光　治　美 主任児童委員
芹　川　光　弘 千燈 福　田　由　美 田深 中　磨　則　子 主任児童委員
小深田　　　達 野田・新涯 青　山　岩　雄 田深 安岐地区（31 人）
安　藤　利　明 西中・東中 髙　原　京　子 田深 清　 　英　生 両子
磯　﨑　文　雄 川西 髙　橋　訓　信 北江 松　尾　和　子 富永
藤　本　節　子 浜中 石　丸　スヱ子 吉木・新栄 宮　川　公　子 恒清
都　留　君　代 本城 石　丸　忠　男 川原・上立 越　智　榮　子 糸永
岐　部　小夜子 上櫛来 松　本　悦　子 原・山吹 財　前　文　章 諸田・中野
安　西　ツヤ子 下櫛来・古江 利　行　千　尋 安国寺 小　川　義　美 小俣・久末
山　際　敬　二 上・中岐部 金　丸　淑　子 安国寺 稙　田　洋　子 弁分
森　廣　義　和 下岐部 中　島　泉太郎 今在家 諸　冨　德　生 矢川・天堤
溝　井　浩　二 小熊毛 中　野　良　子 今在家 清　原　敏　美 山浦・掛樋
寺　本　佳代子 大熊毛 鹿　島　幹　男 興導寺 中　野　 　子 油留木
猪　野　美惠子 向田 三　浦　むつ子 興導寺 小　野　香　子 吉松本谷
深　藏　孝　子 主任児童委員 武　内　芳　愼 興導寺 上　 　　　惠 吉松前谷・美濃辺
青　木　和　子 主任児童委員 馬　場　久美子 興導寺 宮　﨑　　　洋 瀬戸田上・西小川

国東地区北（25 人） 松　木　玲　子 小原 近　 　啓　一 瀬戸田下・東小川
藤　園　次　男 岩戸寺 野　田　敏　伸 小原 髙　橋　浩　一 成久・蔦巻
猪　俣　両　一 長野 寺　川　てるよ 黒津 宇都宮　貫　一 中園
有　松　竹　利 来浦・中村 村　上　和　德 上小原 吉　武　伸一郎 馬場
大　上　文　紘 浜陽 福　田　美津子 上治郎丸 諸　冨　喜久子 安岐向陽台・下原西
青　木　修　一 浜陰・奈良原 志　丸　美智子 下治郎丸 矢　野　宣　子 下原上
吉　武　　　馨 深江 山　本　不二子 綱井 中　尾　喜代子 下原港
末　綱　博　子 塩屋 神　田　京　子 重藤 山　本　宝　造 下原中
花　木　やよい 堅来 末　房　靜　子 主任児童委員 軸　丸　和　典 下原下
安　達　美枝子 柳 津　留　富　美 主任児童委員 甲　斐　美奈子 下原北

　　　ハスミ 富来浦手 武蔵地区（17 人） 齋　藤　　　曉 塩屋第一
岡　野　治　由 松原 一　丸　由美子 池ノ内 木　村　勝　美 塩屋第二
橋　永　久美子 松原 鹿　上　順　子 内田 髙　橋　カツヱ 大添・みかん山
佐　藤　　　徹 浜崎 松　本　 　男 花山団地・藤本 坪　井　澄　子 山口
宮　園　富士夫 寺山 大　谷　スガ子 古市下・古市上 河　野　勝　士 下山口
鶴　田　美智子 富来 長　野　豊　重 糸原下 松　原　榮　子 西本
正　成　秋　彦 大恩寺・藁蓑 滝　口　　　弘 糸原上 小　田　達　子 主任児童委員
安　部　暁　昇 成仏 清　成　和　義 糸原上 河　野　かよ子 主任児童委員
小田原　　　新 下成仏 永　山　雅　子 南糸原
秋　吉　秀　信 見地 岡　政　幸　子 小城・武蔵向陽台
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市立幼稚園、保育園・こども園の
入園受付が始まります新しい民生委員･児童委員をご紹介します

あなたの悩み、解決に向けてお手伝い

保育園・こども園
 入園対象児

　原則として、昼間家庭保育ができない乳幼児

 手続方法

福祉事務所 家庭福祉係・各総合支所 地域市民
健康課でお渡しする「入所申込書」に必要な
書類を添えて、お申し込みください。
・必要書類については、申込書配布の時にご説

明します。
・在園児は「保育所現況届」を保育園でお渡し

します。
・認定こども園は各園で受付を行います。

 受付期間

　平成 26 年 1 月 27 日（月）～ 31 日（金）
　午前 9 時～午後 5 時

なお、上記受付期間以外でも受付を行います
が、多数の入園希望者が予想されます。在園児、
新入園児とも必ず受付期間内に手続きをして
ください。ただし、先着順ではありません。

【市内の認可保育園】
　伊美保育園　　　国見町伊美 2457-1    
　竹田津保育所　　国見町竹田津 3610-1
　熊毛保育所　　　国見町小熊毛 62-2    
　来浦保育園　　　国東町浜 1353       
　オレンジ保育所　国東町原 2129        
　武渓保育所　　　武蔵町麻田 57-1
　安岐中央保育園　安岐町下山口 606-3    
　安岐保育所　　　安岐町下原 1273-1

【認定こども園】
　むさしこども園　武蔵町糸原 498
　　　　　　　　　0978-68-1452
　国東こども園　　国東町田深 1571-14
　　　　　　　　　0978-72-0500
　南部こども園　　国東町小原 119-1
　　　　　　　　　0978-72-0609
　富来こども園　　国東町富来浦 1549
　　　　　　　　　0978-74-0200

市立幼稚園
 入園対象児（生年月日）

　5 歳児　平成 20 年 4 月 2 日～ 21 年 4 月 1 日
　4 歳児　平成 21 年 4 月 2 日～ 22 年 4 月 1 日
　3 歳児　平成 22 年 4 月 2 日～ 23 年 4 月 1 日

 手続方法

　各市立幼稚園・教育委員会学校教育課でお渡し
する「入園申込書」を、希望する幼稚園に提出
してください。

 受付期間

12 月 16 日（月）～平成 26 年 1 月 15 日（水）
午前 9 時～午後 4 時 30 分

（土・日・祝日、年末年始を除く）

 保育料

　4，500 円／月

 降園時間

　午後 2 時

 市立幼稚園一覧

対　象 園　名 住　所 電話番号

5 歳児
国見中央
幼 稚 園

国見町中
850

0978-82-1205

4・5 歳児

竹 田 津
幼 稚 園

国見町竹田津
3610-1

0978-84-0628

熊 毛
幼 稚 園

国見町小熊毛
62-2

0978-83-0459

旭 日
幼 稚 園

国東町綱井
2980-1

0978-72-0352

3・4・5
歳児

富 来
幼 稚 園

国東町富来浦
677-4

0978-74-1212

安 岐
幼 稚 園

安岐町下原
2071

0978-67-0415

安岐中央
幼 稚 園

安岐町中園
210-1

0978-67-0175

平成26年度

　12 月1日付で、110 名の民生委員・児童委員、9 名の主任児童委員が厚生労働大臣から委嘱されました。
　民生委員・児童委員は、市民のみなさんの生活上の相談に応じたり、その解決に向けてのお手伝い
をしています。
　心配ごとなどがありましたら、あなたの地域を担当している民生委員・児童委員にご相談ください。

任期は平成28年11月30日までの3年間です

（敬称略）

▲国東こども園の防火パレード（11月14日）

問い合わせ
教育委員会　学校教育課　☎ 0978 － 73 － 0066

問い合わせ

福祉事務所   　家庭福祉係
☎ 0978 － 72 － 5164

国見総合支所　地域市民健康課市民健康係
☎ 0978 － 82 － 1112

武蔵総合支所　地域市民健康課市民健康係
☎ 0978 － 68 － 1112

安岐総合支所　地域市民健康課市民健康係 
☎ 0978 － 67 － 1114問い合わせ　福祉事務所　家庭福祉係　☎ 0978 － 72 － 5164



12月は滞納整理強化月間です

償却資産をお持ちの方は申告が必要です

　市税（市県民税・固定資産税・軽自動車税）や各種保険料（国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医
療保険料）及び使用料（保育所保育料・市営住宅使用料・上下水道使用料・ケーブルテレビ使用料・市民病
院医療費）等について、期限内納付の方との公平性を確保し、納税者の信頼を得るために、徴収強化対策に取
り組んでいます。
　今年度も12月を「滞納整理強化月間」として、訪問徴収・電話催告などの徴収強化に取り組みます。

　税務課では、夜間納税相談窓口を毎月2回開設しています。納税相談のほか、市税や各種保険料の納付
もできます。仕事帰り等にご利用ください。
　なお、使用料については納付できませんので、ご注意ください。

【開設日時】
毎月10日・25日　午後5時～8時

【土・日・祝日の場合は翌日（平日）の開庁日となります】
12月は10日（火）と25日（水）です。

【開設場所】　国東市役所本庁１階　税務課内

市税 ・各種保険料 税務課　収納対策係 ☎ 0978-72-5162
保育所保育料 福祉事務所　家庭福祉係 ☎ 0978-72-5164
市営住宅使用料 建設課　住宅係 ☎ 0978-72-5179
上下水道使用料 上下水道課　管理係 ☎ 0978-72-5197
ケーブルテレビ使用料  広報室　ケーブルテレビ係 ☎ 0978-73-0200
市民病院医療費  市民病院　医事課 ☎ 0978-67-1211

夜間納税相談窓口をご利用ください税務課からのお知らせ

問い合わせ

観光ガイド養成講座受講生募集中 おもてなしの心で
観光案内
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　償却資産をお持ちの方は、１月１日現在における資産の状況について１月31日（金）までに申告をしな
ければなりません。※所得税確定申告は別途必要です。　

償却資産とは…事業をしている会社や個人が事業のために使用している土地・家屋以外の資産で、その減価
償却費が法人税法または所得税法の規定による所得の計算上損金または必要経費に算入されるものです。

対　象…構築物、建物付属設備、機械及び装置、船舶、航空機、車両及び運搬具、工具・器具及び備品。
※自動車税・軽自動車税の課税客体となるものは除きます。
　近年、太陽光発電設備の設置が増えています。家庭専用（住宅用）以外で使用している場合は償却資産
の対象となりますので申告が必要となります。
　ご不明な点や、申告書が手元にない方についてはお問い合せください。

　　　　　　　　住民税の特別徴収義務者の指定について
　国東市及び県内すべての市町村では、給与所得者の方々の利便性向上及び、税の賦課徴収の公平性を
確保するため住民税の特別徴収制度を積極的に推進しています。
　地方税法の規定では、所得税を源泉徴収している事業主（給与支払者）は、従業員の個人住民税を特別
徴収しなければならないとされています。 
　これまで国東市では、特別徴収を希望しない事業主に対して、強制的に特別徴収義務者に指定すると
いう対応は実施していませんでしたが、法令遵守の立場や納税者の利便性から適切な運用を行っていきま
す。なお、該当する事業所につきましては、指定の予告通知を送ります。

特別徴収とは
　事業主（給与支払者）が「特別徴収義務者」として市町村から指定を受け、従業員の方の住民税（個人の
市県民税）を毎月の給与から差し引きし、代わって納入していただくものです。
　地方税法では、給与支払者が特別徴収をする、しないを任意で選択することはできないことになってい
ます。

国東市は輝く国東高校と双国校を支援します！
国東高校と双国校は市内唯一の県立高校です　

就職・進学実績（平成25年3月卒業生実績）

  受講期間   平成26年1月～3月（平日・5回程度）

  受 講 料   無料（昼食代や拝観料は各自負担）

  募集人数   8人

  申込期限   12月25日（水）

　国東市観光協会では、観光案内のできるガイドの養成講座を開催します。
国東市や国東半島を訪れるみなさまを「おもてなしの心」で迎え、国東市のす
ばらしさをアピールしませんか？

　平成20年４月に新たにスタートした国東高校と双国校は、総合選択制の特色を活かした取り組みで就
職・進路・部活動など多方面で優秀な実績をあげています。
　国東市は、「大分県立国東高等学校・双国校支援連絡協議会」（会長：国東市長、副会長：姫島村長）によ
る大分県教育委員会への要請行動や、「輝き続ける国東高等学校・双国校を創る会」（会長：副市長、副会長：
国東高等学校伊予野丘同窓会長・市教育長）による各種事業支援を実施しています。
　大分県教育委員会の方針により、来年度は国東高校の定員が40人減員されましたが、今後も市内唯一の
国東高校と双国校を支援していきます。みなさまのご理解とご協力をお願いします。

■国東高校 国東高校ホームページより抜粋

種　　　類 現役合格者延数 合格した大学や企業（抜粋）

国公立大学 25 名 九州大学・大分大医学部・広島大学・岡山大学・熊本大学
長崎大学・愛媛大学・大分大学・島根大学・高知大学　ほか

私 立 大 学 65 名 中央大学・明治大学・同志社大学・立命館大学・西南学院大学
福岡大学・立命館アジア太平洋大学　ほか

専門学校等 58 名
小倉リハビリテーション学院・福岡医療秘書福祉専門学校
健和看護学院・日本文理大学医療専門学校・鹿児島医療技術専門学校
神田外語学院　ほか

就職企業等 78 名 大分キヤノン・トヨタ自動車・トヨタ車体・デンソー・ダイハツ工業
新日鐡住金・パスカル大分・東海電化工業　ほか

■国東高校双国校 学校資料より抜粋

種　　　類 現役合格者延数 合格した大学や企業（抜粋）

大 学
専門学校等 10 名 九州国際大学・別府溝部学園短大（介護福祉・食物栄養）

九州観光専門学校　ほか

就職企業等 20 名 JR 九州・大分キヤノン・大分キヤノンマテリアル・ダイハツ工業
ヤンマー造船・にしけい　ほか

問い合わせ
税務課　収納対策係　☎ 0978 － 72 － 5162

問い合わせ　税務課　資産税係　☎ 0978 － 72 － 1111（内線 137）

問い合わせ　税務課　市民税係　☎ 0978 － 72 － 1111（内線 131・133）

事 業 主 の 皆 様 へ
▲門司港レトロ物産展でジャムやジュースを販売する国東高校生▲九州大学オープンキャンパスに参加した国東高校生

申し込み・問い合わせ 国東市観光協会事務局（商工観光課内）☎ 0978 － 72 － 5168

問い合わせ　政策企画課　政策企画係　☎ 0978 － 72 － 5161



『ふるさ
と国東の偉人伝』発行開始

次の施設で取扱中
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年末年始のごみ収集や、国東市クリーンセンターのごみ受入日についてお知らせします。
収集地域の詳細は、「国東市ごみ収集計画表」（ゴミカレンダー）をご参照ください。
年末年始期間中は、ごみの減量化やリサイクルにご協力をお願いします。

年末は12月30日（月）まで収集します。12月31日（火）から1月3日（金）は収集をしません。

上記以外の地域は通常どおりの収集曜日となります。

※古紙回収の場所は、燃えるごみ・燃えない
ごみのステーションとは別になります。場
所がわからない場合は、お住まいの地区の
区長さんなどにお問い合わせください。

年末は通常どおり収集します。年始（1月1日（水）～ 1月3日（金））は収集をしません。1月1日（水）の
収集地区は 1月6日（月）に、1月2日（木）の収集地区は 1月8日（水）に、1月3日（金）の収集地区は 1月10日（金）
に収集します。
通常の収集日と異なる地域は下記のとおりです。

年末は12月27日（金）まで搬入できます。受入時間は午前9時～午後4時です。
12月28日（土）～ 1月5日（日）は搬入できません。

燃えるごみ収集

燃えないごみ収集

古紙回収（ストックヤード）

クリーンセンターへのごみの直接搬入

収集地域 収集曜日 最終日 開始日 備考
国見町

月・木 12 月 30 日（月） 1 月 6 日（月）
国見町全域

安岐町 安岐町全域

国東町
火・金 12 月 27 日（金） 1 月 7 日（火）

国東町の一部地域

武蔵町 武蔵町全域

国東町 水・土 12 月 28 日（土） 1 月 4 日（土） 国東町の一部地域

収集地域 収集曜日 最終日 開始日

国見町 毎　月
第 1 木

曜
12 月 5 日（木） 1 月 9 日（木）

第 3 12 月19日（木） 1 月23日（木）

国東町

毎　月 第 4

月

曜

12 月30日（月） 1 月27日（月）

奇数月
第 1 12 月 2 日（月） 1 月 6 日（月）
第 3 12 月16日（月） 1 月20日（月）

偶数月
第 1 12 月 2 日（月） 2 月 3 日（月）
第 3 12 月16日（月） 2 月17日（月）

武蔵町 毎　月
第 2 木

曜
12 月12日（木） 1 月16日（木）

第 4 12 月26日（木） 1 月30日（木）

安岐町
毎　月

第 3
火
曜

12 月17日（火） 1 月21日（火）
第 4 12 月24日（火） 1 月28日（火）

奇数月 第 1 11 月 5 日（火） 1 月 7 日（火）

収集地域 通常の収集曜日 開始日 備考
西方寺、岡、国見浦手、鬼籠、櫛海 第 1 水曜 1 月 6 日（月） 国見町の一部地域

興導寺 第 1 木曜 1 月 8 日（水） 国東町の一部地域

小原、黒津、上小原、上治郎丸、下治郎丸、綱井、重藤 第 1 金曜 1 月10日（金） 国東町の一部地域

ご協力ください 年末年始のごみ収集

冬の節電にご協力お願いします。
～できることから、そして続けて取り組みましょう～

生活・健康や生産・経済活動に支障のない範囲で可能な限り、節電にご協力お願いいたします。
期　間　12月2日（月）～3月31日（月）の平日（年末年始は12月30日～1月3日を除く）
時間帯　午前8時～午後9時

　国東市教育委員会が編集した
『ふるさと国東の偉人伝』を、
好評につき市民のみなさま向けに発刊しま
した。
　ペトロ岐部や三浦梅園をはじめ、国東市
にゆかりのある偉人 33人の実績を紹介し
ています。

限定 2,000 冊

1冊 945円

ペトロ岐部 三浦　梅園 元田　　肇 末綱　恕一

【国見町】
国見図書館
みんなんかん
涛音寮
国見郷愛記念館
国見ふるさと展示館
湯の里　渓泉
国見温泉　あかねの郷

【武蔵町】
武蔵図書館
武蔵中央公民館

【安岐町】
安岐図書館
安岐中央公民館
三浦梅園資料館
山渓偉人館
梅園の里

【国東町】
くにさき図書館（アストくにさき）
生涯学習課（アストくにさき）
国東市歴史体験学習館
国東市サイクリングターミナル
ヴィラくにさき
ホテルベイグランド国東

問い合わせ　環境衛生課　☎ 0978 － 72 － 9001

問い合わせ
教育委員会文化財課（弥生のムラ　国東市歴史体験学習館内）☎ 0978 － 72 － 2677

問い合わせ　環境衛生課　☎ 0978 － 72 － 9001 ／ 国東市クリーンセンター　☎ 0978 － 74 － 0921

名　前 出身・縁のある
地域 人物・実績

ペトロ岐部 国　見 信念を貫き殉教

綾部　道弘 武　蔵 郷土の教学の祖

三浦　梅園 安　岐 天地の真理を探求

清　　　虚 国　見 燈守に生涯を捧げた僧

元田　　肇 国　東 高潔の衆議院議長

渡辺勘十郎 武　蔵 移民事業の元祖

後藤　ヨネ 国　東 女性教育の先駆者

田原　　淳 安　岐 心臓拍動の仕組みを発見

森　　清克 国　東 盲教育の先駆者

河野　清実 安　岐 郷土史研究の大先達

吉武　東里 国　東 国会議事堂を設計

名　前 出身・縁のある
地域 人物・実績

重光　　葵 安　岐 激動の日本を支えた外務大臣

末綱　恕一 武　蔵 初志を貫く数学者

友成九十九 国　東 戦後の産業を支える発明

紀　　行平 国　見 鎌倉時代の名刀匠

古原　三平 安　岐 和算の研究者

甲原　玄寿 武　蔵 医学・儒学の探求者

渡辺　春貞 安　岐 将軍と天皇に仕えた侍医

吉武幸四郎 国　見 地域産業に尽くした篤農家

秦　　文蔵 国　東 治水事業に功績

高橋　義信 武　蔵 地域医療に尽くした仁医

池辺棟三郎 安　岐 大正天皇の侍医

名　前 出身・縁のある
地域 人物・実績

萱島米三郎 国　東 国東の酒を全国一に

渡辺　省吾 安　岐 地元に公開堂を提供

松本　古村 国　東 大分県の初代美術協会長

西山　　錨 安　岐 ミカン栽培の先覚者

葉山耕三郎 国　見 努力と執念の歌人

小川　鼎三 国　東 脳研究の第一人者

滝口　武士 武　蔵 孤高の先達詩人

江藤　　哲 国　見 独創の洋画家

山本　　保 国　東 「国東」を詠み続けた歌人

河合　誓徳 国　見 ふるさとの景色を造形

高木　清玄 国　東 国東最後の盲僧



  12月1日は「いのちの日」です。　

保健のページ保健のページ

ご存知ですか？愛
あ い い く は ん

育班NO.31
　「平成25年度市政懇談会」は、市民の皆さんと市長が直接話し合い、市政全般にわたり広く意見
交換するという目的で開催しています。市民の方々からいただいたご意見の中で、対応できたこと
の一部を報告します。

ふれあい市長室 開催団体募集中！

13 2013.12 12

問 い 合 わ せ

国見総合支所 地域市民健康課 ☎ 0978-82-1112 武蔵保健福祉センター ☎ 0978-68-1184
国東保健センター ☎ 0978-73-2450 安岐総合支所　地域市民健康課 ☎ 0978-67-1114

　愛育班（恩賜財団母子愛育会）は、現在の天皇陛下がご誕生の際に母子の健康と福祉向上のために創立され
た全国的組織です。
　市内では、武蔵町全域と国東町の吉木地区で組織され、「こどもからお年寄りまで、地域で健康で明るく生き
生きと安心して暮らせるように」みんなで協力し支えあいながら活動しています。
　今回は武蔵町での日頃の愛育班の活動と研修会の様子を紹介します。武蔵町では昭和 53 年に結成され、
自治区単位で各班員さんが 2 年交代で活動しています。

＜班員研修の様子＞
　10 月は、「災害時の心得と愛育班の役割」についての班員研修を行いました。
国東市社会福祉協議会の藤原龍司氏（大分県防災アドバイザー）を講師にお招き
し、実際に災害にあった地域の話を映像を交えて聞きました。災害は自分たちに
も起こりうること、個人として日頃から気をつけること、「愛育班員」として地域
でどんなことができるのかを考えるよい機会となりました。
　愛育班としての活動の基本である、日頃からの声かけや見守り活動は、地域に

「支えあい、助け合いの習慣」をつくります。この活動が災害時に「誰もが安心し
て暮らせる地域づくり」につながるという再認識ができました。愛育班だけでなく、
地域で活動する民生委員の訪問活動や老人クラブの友愛訪問活動等も合わせて行
うことで地域づくりが充実するというお話にこれからの活動へのさらなる意欲を
感じました。このほかに、非常時の炊飯袋を利用した炊き出しの実習や試食も併
せて行いました。
　こういった研修会を持つことで愛育班員としての地域での役割を意識し、地域
づくりを担っていこうと活動しています。（報告：武蔵町愛育班会長　佐木恵子さん）

■主な活動

声かけ・見守り活動
愛育だよりを配布しながらご近所に声かけしています。
みんなと顔見知りの関係づくりができます。

新聞「愛育だより」の作成・配布
その時期の話題や健康問題等を話題に、班員さん手作りで作成
しています。健康レシピが好評です。

声かけ・見守り活動
愛育だよりを配布しながらご近所に声かけしています。
みんなと顔見知りの関係づくりができます。

赤ちゃんスタイ等配布活動
　　　　（よだれかけ）

若いお母さんに愛育班を知ってもらう機会になっています。
＊対象は区に入っている世帯が主になります

分班長会議（1 回／月）
班員研修会（2 回／年）

地域の話題や健康問題など声かけ時の様子を書いた「声かけメ
モ」を持ち寄りみんなで話し合います。

地域での交流活動
各地区で班員さんを中心に住民同士、世代間交流ができる行事
を開催しています。

自殺予防と心の健康について考える日です。
日本で、2001年に制定されました。
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【市民のご意見】 8 月8 日　安岐地区 市政懇談会
　昨年の5 月22日に杉園線の側溝について要望書と写真を提出して
います。その場所は、大雨が降ったら大儀寺からの雨水と瀬戸田から
の水路の水が集まり、上馬場のバス停付近の道路に水が流れるよう
になります。市長にも現場を見ていただきたいです。

【市の対応】担当部署：建設課・安岐地域産業建設課
　早速、8月14日に三河市長と建設課、安岐地域産業建設課職員が、
地元区長さん方と一緒に現地を確認しました。平成26年度に測量、設
計を実施する予定にしています。 ▲現地確認の様子

　市長が市内の団体等を訪問し、ご意見をお伺いする『ふれあい市長室』を随時開催しています。少人数の
グループでも構いませんので、お気軽にお問い合わせください。

国
東
市
長
　
三
河
　
明
史

第3条 何でんかんでん　見ちみち　聞いちみち　言うちみちやっちみる
 （いろんなことに好奇心をもちましょう）

第4条 かてちもろうち　かてちゃげちみんなじ　いいとぎを　いみしちいこえ
 （いい仲間づくりをしましょう） つづくつづく

問い合わせ　秘書広報課　☎ 0978 － 72 － 1111( 内線 204)



夢咲きくにさき
ふるさとまつり

安岐町
ふるさとまつり

くにみちょるちょる祭り

全国唯一の生産地である国東市の七
島イを使い、円座やラグマットなどの工
芸品を作る「七島藺工芸士」が新たに誕
生し、梅園の里で認定式がありました。
畳表に使わない部分を活用し、産業の
再生を後押しすることを目指して「くに
さき七島藺振興会」が養成しており、昨
年認定を受けた１期生とあわせ23人と
なりました。七島イの普及に活躍が期待
されています。

大分県発明くふう展と大分県「小さ
な親切」作文コンクールで入賞した市
内の小中学生７人が、三河市長に報告
をしました。国東発明クラブに所属し
ている下園啓太朗君（国東小６年）は、
祖父の畑仕事を見て思いついた「石・砂
分別スコップ」で発明協会会長奨励賞
を受賞。岡野駿平君（富来小６年）は、
少年野球で得た貴重な体験を「一本の
電話」として記し、県知事賞を受賞し
ました。

特
色
い
っ
ぱ
い
！ 
ふ
る
さ
と
の
秋
ま
つ
り

▲オープニングのもちまき大会。人！人！人!!

▲パワフルなダンスが大勢の観客を魅了

▲かわいい園児の発表会に癒されます

▲吹奏楽の生演奏で熱唱。最高ですね！

▲フィナーレのもちまき大会までたくさんの人

▲恒例のちょるちょる音頭。会場が一体となりました

▼激辛ラーメン早食い選手権に悪戦苦闘

▲第11回仏の里東国東神楽大会も同時開催

▲市外在住の工芸士も誕生

▲オリーブ料理を試食する来場者
▲左から、下園啓太朗君、我部琉政君、垣迫睦侑君、
岡野駿平君、今富雄大君、上岡知暉君、都留詩緒里さん

▲クロガネモチの前で記念写真を撮る６年生▲クロガネモチの前で記念写真を撮る６年生

10月27日
七島藺工芸士
２期生９人が誕生10月25日

安岐小のシンボル「クロガネモチ」セレモニー11月１日

11月３日

11月10日

むさしおいで祭り
11月17日

安岐小学校にある樹齢300年以上の銘木「クロガネモチ」が、市の天然記念物
に指定されたことを記念してセレモニーが行われました。児童会長の矢野雅さん
（６年）が「クロガネモチが長生きするように、みんなで見守っていきましょう」
と呼びかけ、「やすら木広場」と名づけられた木の下で、学年ごとに記念写真を
撮りました。

大活躍の子どもたち
喜びの受賞報告11月５日

獲れたての国東産オリーブを味わう
イベント「くにさきヌーヴォーフェス
タ2013」が弥生のムラで開催され、オ
リーブオイルや新漬けを求める来場者
で長い列ができました。オリーブとし
いたけを使った料理などの屋台村も人
気を集めていました。

国東産オリーブ
大好評11月17日

ぎ

1415 2013.12
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「宇佐・高田・国東広域クリーンセンター」（仮称）建設候補地決定

　宇佐・高田・国東広域事務組合では、「ごみ処理施設建設用地選定委員会」による比較・評価の結果
を受け、一般廃棄物処理施設建設候補地に申請のあった 3 地区 5ヶ所の中から、宇佐市西大堀地区を
建設候補地に決定しました。
　申請いただいた自治委員・
区長様をはじめ、環境問題に
深いご理解と、候補地選定に
ご協力いただいたみなさまに
深く感謝申し上げます。
　なお、新しいごみ処理施
設は、平成 30 年度中の完成
を予定しています。

世界農業遺産を学ぶ ー中学校で特別授業ー
　世界農業遺産に認定された国東市を含む国東半島宇佐地
域の中学校（全24校）で、地元の農業従事者が講師を務める
特別授業が始まりました。市内では武蔵中学校（10月30日）、
国東中学校（11月27日）、国見中学校（11月28日）、安岐中学校

（1月17日予定）の2年生を対象に実
施されています。
　国東市の講師は安岐町両子で米や
しいたけ栽培に取り組む林 浩昭さ
ん。国東半島宇佐地域世界農業遺産

推進協議会の会長でもある林さんは、認定までの経緯を説明し、「国東の農業遺産
は循環がテーマ。クヌギ林やため池による水の循環だけではなく、若い人にも国東
に戻ってきて農業の発展に寄与するという人の循環も大切です。国東の農業につ
いて自分で調べ、農業遺産の語り部になってほしい」と期待を込めて話しました。

▲生徒たちは熱心に耳を傾けた

武蔵中学校２年生の感想

ため池、クヌギ林、七島イなどの伝統あるもの
や、新しく伝統にできるものなど大切にしてい
き、いつまでも農業が盛んな国東半島であって
ほしいと思う。そのためにも自分たちから進ん
で行動し、伝統を守っていきたい。

世界農業遺産に認定されたのは、先祖の人々が
苦労して作ったため池やきれいな自然の景観を
守ってきたからであり、将来も国東半島の誇り
として守っていきたいと思う。国東市の住人で
良かったと思った。

宇佐市西大堀地区宇佐市西大堀地区

宇佐市西大堀地区

　「国東半島国東市ボードセイリング＆スタンドアップパ
ドルボード大会梅園カップ2013」が安岐町の塩屋海岸で
開催されました。ウインドサーフィンの世界チャンピオ
ンと国内プロ選手を含む75名が出場しました。
　国東市出身の入賞者は次のとおりです。

ウインドサーフィンアマチュア選手権

小学生クラス 優　勝　 穴見賢太君 （安岐小3年）
 3　 位 鈴木　洸君 （安岐小4年）
ビギナークラス 準優勝 亀淵洋助さん （安岐町下原）
 3　 位 谷山和哉君 （国東高2年）
国体ボードクラス 3　 位 岡田　功さん （安岐町下原）

くにさきの潮風を受けて梅園カップ2013
11月２・3日

　長年、地方自治や農林水産の振興に功績が認め
られ、市内から2名1団体が県功労者表彰を受け、
市長へ報告に訪れました。被表彰者は次のとおり
です。おめでとうございます。

左から 小ねぎ農家 長廣正光さん（武蔵町丸小野）
 市議会議員 馬場將郎さん（国東町鶴川）
 有限会社夢咲茶屋 藤本京子さん・竹下はるのさん

「大分県功労者表彰」受賞者が報告

市内4中学校の1年生が大分国際
車いすマラソン大会（10月27日開
催）の選手たちへ、辞書を片手に英文レターを書
きました。宿泊先で手紙を読んだ選手たちからは、
サインを記し
た大会ポス
ターが届きま
した。来年以
降も１年生の
取り組みとし
て実践してい
く予定です。

車いすマラソン出場選手へ
　　　　中学１年生がメッセージ

　京都の観世流能楽師・宮本茂樹さんが国東中学
校を訪れ、3年生に能の特別授業を行いました。能
の歴史や装束について学び、『高砂』を「よぉーっ」
というかけ声に合わせて謡ったり、装束と能面を
装着するなど、能の世界を体験しました。
　生徒たちは「日本の文化なのに全く知らなかっ
た」、「グローバル化の社会で自国の文化を語れる
大人になりたい」と感想を述べました。

日本の伝統「能」を体感
　　　　能楽師が国東中に来校

「第41回国東半島駅伝競走大会」が宇佐市をス
タート、日出町をフィニッシュとする9区間、60.9
キロのコースで開催されました。5郡市10チームの
中、国東市・東国東郡はＡチームが大会新記録で優
勝、Ｂチーム2位の好成績をおさめ2年連続の総合優
勝を飾りました。
Ａチームの鹿島智浩監督は「3月から練習を重ね
十分な体制で臨みました。2月の県内一周駅伝に向
け練習を重ね、Ｃ部優勝Ｂ部昇格を目指します」と
語りました。

国東市・東国東郡チーム２連覇！

11月5日

11月12日

11月17日

Plus

問い合わせ

宇佐・高田・国東広域
事務組合（宇佐文化会館内）

☎ 0978 － 33 － 2568



　
２
０
０
年
前
か
ら
農
村
の
娯
楽
文
化
と
し
て

親
し
ま
れ
て
い
る
国
見
町
の
伝
統
芸
能「
歌
舞

伎
」。
昭
和
時
代
は
下
伊
美
青
年
団
や
公
民
大

学
で
活
動
し
て
い
た
も
の
の
、
高
齢
化
や
指
導

者
不
足
な
ど
で
幾
度
か
の
中
断
を
繰
り
返
し
て

き
ま
し
た
。
伝
統
の
灯
を
絶
や
し
て
は
な
ら
な

い
と
、有
志
23
人
で「
国
見
歌
舞
伎
保
存
会
」（
当

時
の
名
称
は「
国
見
田
舎
歌
舞
伎
愛
好
会
」）
が

結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
５
年
11
月
、「
国
見
ち
ょ
る
ち
ょ
る
祭

り
」
で
旗
揚
げ
公
演
を
し
て
以
来
、
毎
年
同
祭

や
「
く
に
さ
き
演
劇
祭
」

で
定
期
公
演
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
内
行
事

で
の
披
露
は
も
ち
ろ
ん
、

国
民
文
化
祭（
平
成
９
年
・
香
川
、
16
年
・
福
岡
）

や
愛
知
県
芸
術
劇
場（
10
年
・
愛
知
）・
全
国
地

歌
舞
伎
大
会（
17
年
・
島
根
）
な
ど
全
国
各
地

の
晴
れ
舞
台
で
活
躍
し
、
歌
舞
伎
フ
ァ
ン
を
増

や
し
て
い
ま
す
。

　
国
見
歌
舞
伎
保
存
会
の
堀
田
一
則
会
長
は

「
こ
れ
か
ら
も
皆
様
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
芸
が
披
露
で
き
る
よ
う
に
精
進
を
重
ね

て
い
く
所
存
で
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
す
。
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〜
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る

人
権
侵
害
か
ら
考
え
る
〜

　
高
度
情
報
化
社
会
が
急
速
に
発
展
し
、
情
報
の

収
集
や
発
信
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
の
一

つ
と
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
に
よ
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
数
は
、
近
年
急
速
に
増

加
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
特
定
の
個
人
を
対
象
と

し
て
誹
謗
・
中
傷
や
差
別
を
助
長
す
る
表
現
等
の
流

布
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
面
識
の
な
い
者
同
士
が

交
流
す
る
う
ち
に
、
書
き
込
み
な
ど
の
こ
じ
れ
か

ら
傷
害
事
件
が
お
き
た
り
、
最
近
で
は
、
誘
い
出

さ
れ
て
現
金
を
脅
し
取
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
少
年

が
自
殺
す
る
と
い
っ
た
事
件
が
発
生
し
た
り
し
て
い

る
こ
と
は
、
皆
さ
ん
ご
存
知
の
と
お
り
で
す
。

　
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
柳
田
邦
男
氏
は
、『
兵

庫
県
立
環
境
人
間
学
部
な
ど
に
よ
る
姫
路
市
内
の

中
学
生
対
象
の
調
査（
13
年
６
月
）
に
よ
る
と
、
面

識
の
な
い
人
と
メ
ー
ル
な
ど
を
し
た
こ
と
の
あ
る

生
徒
が
、
携
帯
電
話
所
有
者
で
40
・
２
％
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
所
有
者
で
58
・
１
％
も
い
る
。
驚
く
べ
き

数
字
だ
が
、
そ
れ
が
中
学
生
の
現
実
な
の
だ
。

　
早
く
か
ら
問
題
に
な
っ
た
学
校
裏
サ
イ
ト
へ
の
誹

謗
・
中
傷
の
書
き
込
み
は
、
監
視
組
織
に
よ
る
チ
ェ
ッ

ク
体
制
は
出
来
て
い
る
が
、
依
然
と
し
て
い
じ
め
の

舞
台
に
な
っ
て
い
る
。
L
I
N
E
※（
ラ
イ
ン
）
は
、

そ
う
い
う
第
三
者
の
監
視
の
目
を
入
れ
る
こ
と
が
出

来
な
い
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
い
じ
め
や

犯
罪
の
新
し
い
温
床
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　
ま
た
、
ケ
ー
タ
イ
・
ネ
ッ
ト
社
会
の
負
の
側
面
と

し
て

現
実
の
人
間
同
士
の
接
触
が
極
端
に
少
な
く

な
り
、
相
手
の
表
情
な
ど
か
ら
心
を
読
み
取

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
育
た
な
い
。

言
語
表
現
力
や
き
め
細
か
な
感
性
の
発
達
が

阻
害
さ
れ
る
。

睡
眠
不
足
、
ネ
ッ
ト
疲
れ
に
よ
っ
て
、
学
習

能
力
が
低
下
す
る
。

刺
激
的
な
映
像
や
情
報
以
外
に
は
興
味
を
持

た
な
く
な
る
。

機
器
を
指
で
操
作
す
る
だ
け
な
の
で
、
相
手

が
ど
ん
な
に
傷
つ
い
て
も
、
自
分
は
痛
み
を

感
じ
な
い
。

等
の
問
題
が
、
一
段
と
深
刻
化
し
て
き
た
。』

（
平
成
25
年
10
月
５
日
　
西
日
本
新
聞
掲
載
）  

　
■
お
知
ら
せ

　
☆
同
和
問
題
学
習
会
（
隣
保
館
）

　
日
時

　

12
月
12
日

（木）
　
午
後
２
時
～
　

　
講
師
　
杵
築
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会
委
員
　

　
　
　
　
中
山
田
さ
つ
き 

さ
ん

　
演
題
　「
女
性
の
人
権
に
つ
い
て
」

　
問
い
合
わ
せ
　
国
東
市
隣
保
館

　
国
東
市
武
蔵
町
古
市
１
１
３
８
番
地
１

　
☎
０
９
７
８

−

68

−

１
７
２
２

　
以
上
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
権
侵
害
へ
の
対
応
で

は
、
平
成
14
年
５
月「
プ
ロ
バ
イ
ダ
責
任
制
限
法
」

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
に
基
づ
き
、
被

害
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
業
者
等
に
対
し

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
掲
示
板
上
の
書
き
込
み

記
事
の
削
除
や
書
き
込
み
を
行
っ
た
者（
発
信
者
）

の
情
報
の
開
示
を
求
め
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
お
互
い
の
人
権
を
守
る
・
人
権
を
侵
害
し
な
い

為
に
も

☆
書
き
込
み
の
相
手
や
読
み
手
に
配
慮
す
る

☆
差
別
的
な
内
容
や
誹
謗
・
中
傷
及
び
人
権
侵

害
に
つ
な
が
る
情
報
は
書
き
込
ま
な
い

☆
個
人
情
報
は
書
き
込
ま
な
い

　
等
、
人
権
侵
害
か
ら
守
る
手
立
て
に
つ
い
て
、

共
に
考
え
、
行
動
に
移
し
ま
し
ょ
う
。

（
文
責
　
生
涯
学
習
課
　
岡
原
）

※ 

日
本
の
L
I
N
E
株
式
会
社
が
運
営
す
る
、携
帯
電
話
・

　 

パ
ソ
コ
ン
向
け
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
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私
た
ち
の
人
権
問
題

国見歌舞伎保存会ではメンバーを募集しています
事務局長 信原英治さん　0978－82－0382

　
国
見
町
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
芸
能
「
国
見
歌
舞
伎
」
を
継
承
し
て
い
る
「
国
見
歌
舞
伎
保
存
会
」

が
11
月
17
日
、
結
成
20
周
年
を
迎
え
記
念
公
演
を
行
い
ま
し
た
。
役
者
た
ち
の
全
身
全
霊
を
注
い
だ

熱
演
に
、
満
員
の
観
客
か
ら
拍
手
や
歓
声
が
沸
き
ま
し
た
。

国
見
歌
舞
伎
保
存
会
結
成
20
周
年

  

農
村
に
根
付
く
芸
能
文
化

▲「白浪五人男」に扮しているのは、なんと…！
　山本教育長、三河市長、清國市議会議長
　伊美小の永井校長、　三浦県議会議員

▲ 20周年記念公演「神霊 矢口の渡し」で
　 熱演する国見歌舞伎保存会
　（国見生涯学習センターみんなんかん）

▲伊美小学校5年生13人も、総合学習の授業で保存会か
ら指導を受け練習を重ねた（11月8日・伊美地区高齢者
と児童の楽しいふれあい交流会）

▲指導者 益田八重子さん（87）
　この人の存在は欠かせない。「歌

舞伎の真髄をしっかり伝えるこ
とができるまで死なれん！」と
厳しく指導する益田さんだが、
終演すると満面の笑みで役者
を出迎えた。

▲口上を述べる堀田一則会長

▲国民文化祭で上演（平成9年・香川県小豆島）

ス トポ ッ
ラ イ ト

　
☆
一
歳
孫
も
猛
暑
に
耐
え
て
ば
あ
ば
も
ね 

国
東
町
　
栗
林
　
初
美

　
☆
長
男
坊
恋
し
故
郷
知
ら
ぬ
ま
ま	

国
見
町
　
楠
　
　
勇

～ 

第
７
回
国
東
市
隣
保
館
ま
つ
り
「
こ
こ
ろ
の
川
柳
」
入
選
作
品 

～



　国東市では早期からの言語発達やコミュニケーション能力の向上のため、公的助成を受けられない
18 歳未満の軽度・中度聴覚障がい児を対象とした補聴器購入経費等の助成を行います。

福祉事務所　障がい福祉係　☎ 0978 － 72 － 5164　FAX 0978 － 72 － 5171

高額介護合算療養費のお知らせを送付します
　高額介護合算療養費とは、毎年8月から翌年7月までの1年間に支払った医療保険と介護保険の自
己負担額の合計額が基準額を超えた場合に、その超えた額について支給される制度です。
　大分県後期高齢者医療制度の被保険者で支給が見込まれる方に、平成26年1月にお知らせと支給
申請書を送付します。支給申請書に必要事項を記入し、市民健康課国保年金係で申請手続きをしてく
ださい。

【申請に必要な書類】
支給申請書・お知らせの文書・印鑑・通帳等（口座情報が確認できるもの）・後期高齢者医療被保険
者証・介護保険被保険者証

問い合わせ 大分県後期高齢者医療広域連合 ☎ 097 － 534 － 1771（代表）
 市民健康課　国保年金係 ☎ 0978 － 72 － 1111（内線 123）

住民基本台帳閲覧者公表
国東市の住民基本台帳の閲覧者をお知らせします。

閲覧申出者 利用目的 閲覧年月日 閲覧にかかる住民の範囲

ＮＨＫ放送文化研究所
世論調査部長　石川　信

現代の生活意識に関す
る世論調査

平成 25 年1月17日
国東町赤松、岩屋、横手

12 名

内閣府経済社会総合研究
所長代理　小島　愛之助

生活の質に関する世帯
調査

平成 25 年 2 月 7 日
国見町竹田津

10 名

内閣府政策統括官
参事官　山岸　一生

青少年のインターネット
利用環境実態調査

平成25年10月28日
国東町鶴川・小原

20 名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成24年11月1日～平成25年10月31日）
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  助成対象者
次の①から③をすべて満たす18 歳未満の軽度・中度障がい児が対象となります。
　①国東市内に住所を有している方。
　②両耳の聴力レベルが30dB 以上で、法令の規定に基づく補聴器の交付対象とならない方。
　③補聴器の装用により、言語の習得等一定の効果が期待できると医師が判断された方。
　※本人または世帯員のうち、市町村民税所得割の納税額が46万円以上の人がある場合は対象外

  助成内容
（1）対象経費
　①新たに補聴器を購入する経費
　②補聴器の修理に要する経費
　③耐用年数経過後に補聴器を更新する経費

（2）負担割合
　上記対象経費3分の2を助成します。
　※本人負担は上記経費の3 分の1。補聴器の種類により助成上限額あり

軽度・中度聴覚障がい児補聴器購入経費等の助成
▼

補
聴
器
の
一
例

『おせちの本』

図書館行事のご案内

問い合わせ

は休館日。
1月31日（金）、12月28日（土）は資料整理の
ため休館。
12月24日（火）天皇誕生日の振替休館。
1月14日（火）成人の日の振替休館。
12月29日～1月3日は年末年始の休館。
＊国見図書館のみ1月３０日（木）も蔵書点検で休館します

図書館カレンダー 　  月1

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

4

11

18

25

日  月  火  水  木  金  土

図書館カレンダー 　  月12

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

日  月  火  水  木  金  土

　今年も、くにさき図書館と安岐図書館で「クリスマス会」を
開催します。楽しいお話や、プレゼントもあります。日程や内
容は各図書館へお問い合わせください。

開館時間

午前10時
～午後６時

12月

複写は館内所蔵のものに限り一枚10円です。
インターネットからの印刷はできません。

くにさき・安岐図書館で「クリスマス会」開催！

　そろそろ、お正月の準備をしなくては！と考える時期になりました。新年を迎えた
朝に食卓に出される「おせち料理」、みなさんの家ではどうですか？めでたいことを
重ねるという願いを込めて重箱に詰めていきます。一品一品にはそれぞれに意味
があり、それを口にすることで今年一年を家族が幸せに暮らせるというものでも
あります。図書館には、おせち料理の本や子ども向けにお正月に関する本がたくさ
んあります。ぜひ、ご一読ください。

安岐図書館
クリスマス会（読み聞かせと工作）

14日（土）午前10時30分～

おはなしのへや
武蔵図書館

11日（水）午後３時30分～
21日（土）午後３時～
25日（水）午後３時30分～
１月４日（土）午前10時30分～

移動図書館
19日（木）午後１時45分～吉広地区

くにさき図書館
おはなし会

８日（日）午前10時30分～
クリスマス会

23日（月）午後２時～　アストくにさき　マルチホール

国見図書館
おはなしひろば

14日（土）午前９時30分～ 国見図書館
熊毛幼稚園・保育所・竹田津幼稚園・保育所お休みします

国見図書館
くにさき図書館
武蔵図書館
安岐図書館

☎0978（82）1585
☎0978（72）3500
☎0978（69）0946
☎0978（67）3551
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お
知
ら
せ

大
学
生
向
け
大
分
県
内

企
業
に
よ
る
合
同
企
業

説
明
会
（
東
京
・
大
阪
）

●
東
京
会
場

日
時

１
月
11
日

（土）

午
前
11
時
～
午
後
４
時
30
分

場
所

東
京
交
通
会
館

12
階
カ
ト
レ
ア
サ
ロ
ン
Ａ

●
大
阪
会
場

日
時

１
月
25
日

（土）

午
前
11
時
～
午
後
４
時
30
分

場
所

京
阪
淀
屋
橋
ビ
ル
４
階

Ａ
Ｐ
大
阪
　
南
ル
ー
ム

対
象
　
平
成
27
年
３
月
卒
業
予

定
の
大
学
生
等
（
一
般
の
方
、
大

学
１
・
２
年
生
等
の
参
加
も
可
）

問
　
大
分
県
雇
用
・
人
材
育
成
課

☎
０
９
７

−

５
０
６

−

３
３
４
３

税
関
か
ら
密
輸
に

か
か
る
情
報
提
供
の

お
願
い

　
大
分
税
関
支
署
で
は
、
12
月

に
「
年
末
特
別
警
戒
」
を
実
施

し
、
空
港
や
港
で
の
密
輸
の
取

り
締
ま
り
と
情
報
収
集
を
強
化

し
ま
す
。

　
覚
せ
い
剤
・
麻
薬
等
の
不
正

薬
物
や
け
ん
銃
等
の
密
輸
に
関

す
る
"
不
審
な
話"

や
"
う
わ

さ"

を
耳
に
し
た
ら
、
税
関
へ

通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

税
関
密
輸
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０

−

４
６
１

−

９
６
１

（
24
時
間
受
付
）

問
　
大
分
税
関
支
署

☎
０
９
７

−

５
２
１

−

２
６
９
１

手
話
通
訳
派
遣
事
業

利
用
内
容

個
人
依
頼
　
聴
覚
障
害
者
個
人

の
病
院
や
官
公
庁
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等

の
手
話
通
訳

団
体
依
頼
　
大
会
や
研
修
会
な

ど
で
の
講
師
等
の
手
話
通
訳

利
用
で
き
る
方

　
大
分
県
内
在
住
の
聴
覚
障
が

い
者
、
講
演
会
・
研
修
会
を
主

催
す
る
各
種
団
体
、
聴
覚
障
が

い
者
と
話
し
合
う
必
要
の
あ
る

家
族
・
雇
用
主
・
自
治
会
等

費
用
　
無
料
（
団
体
主
催
の
講

演
会
な
ど
、
費
用
負
担
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
）

申
・
問

大
分
県
聴
覚
障
害
者
協
会
　

☎
０
９
７

−

５
５
１

−

２
１
５
２

FAX
０
９
７

−

５
５
６

−

０
５
５
６

福
祉
事
務
所
　
障
が
い
福
祉
係

☎
０
９
７
８

−

72

−

５
１
６
４

FAX
０
９
７
８

−

72

−

５
１
７
１

製
造
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

平
成
25
年
度
工
業
統
計
調
査

を
実
施
し
ま
す

　
こ
の
調
査
は
経
済
産
業
省
の

所
管
で
、
日
本
の
工
業
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
重
要
な
統
計
調
査
で

す
。
12
月
31
日
を
基
準
日
と
し

て
実
施
さ
れ
、
結
果
は
中
小
企

業
施
策
や
地
域
振
興
な
ど
の
基

礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま

す
。

　
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ

い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統
計

法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

問政
策
企
画
課
　
政
策
企
画
係

☎
０
９
７
８

−

72

−

５
１
６
１

試
験

大
分
県
　
臨
時
職
員
採
用

候
補
者
名
簿
登
録
試
験

募
集
期
間

12
月
９
日

（月）
～
１
月
８
日

（水）

試
験
日
　
２
月
１
日

（土）

応
募
用
紙

県
人
事
課
や
各
振
興
局
で
配
布

大
分
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

問
　
大
分
県
人
事
課

☎
０
９
７

−

５
０
６

−

２
３
１
１

大
分
県
教
育
委
員
会

臨
時
事
務
員
・
非
常
勤
職
員

採
用
候
補
者
名
簿
登
録
試
験

募
集
期
間

12
月
９
日

（月）
～
１
月
８
日

（水）

試
験
日
　
２
月
１
日

（土）

応
募
用
紙

大
分
県
教
育
庁
教
育
人
事
課
や

各
教
育
事
務
所
で
配
布

大
分
県
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
記
載

問大
分
県
教
育
庁
教
育
人
事
課

☎
０
９
７

−
５
０
６

−

５
５
１
７

陸
上
自
衛
隊高

等
工
科
学
校

資
格

中
卒（
見
込
含
）17
歳
未
満
の
男
子

受
付
期
限
　
１
月
10
日

（金）

試
験
日
　
１
月
18
日

（土）

問自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部
　

別
府
地
域
事
務
所

☎
０
９
７
７

−

24

−

１
６
４
５

募
集

大
分
県
立
聾
学
校

●
幼
稚
部
入
学
者
募
集

受
付
期
間

２
月
３
日

（月）
～
14
日

（金）

　
募
集
対
象
・
出
願
手
続
き
等
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
希
望
者
に
は
２
月
下
旬
に
面

談
が
あ
り
ま
す
。

●
専
攻
科
産
業
技
術
科（
仮
称
）

生
徒
募
集

募
集
期
間

前
期
　
２
月
17
日

（月）
～
21
日

（金）

後
期
　
３
月
17
日

（月）
～
18
日

（火）

　
募
集
対
象
・
出
願
手
続
き
等
、 

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
希
望
者
に
は
３
月
中
旬
に
小

論
文
や
面
接
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問
　
大
分
県
立
聾
学
校

☎
０
９
７

−

５
４
３

−

２
０
４
７

平
成
26
年
度

大
分
県
立
盲
学
校

●
幼
稚
部
入
学
者
募
集

受
付
期
間

１
月
27
日

（月）
～
２
月
７
日

（金）

　
募
集
対
象
・
出
願
手
続
き
等
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
入
学
希
望
者
に
は
２
月
中
旬

に
面
談
が
あ
り
ま
す
。

●
高
等
部
生
徒
募
集

受
付
期
間

２
月
17
日

（月）
～
21
日

（金）

　
募
集
対
象
・
出
願
手
続
き
等
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
入
学
希
望
者
に
は
３
月
上
旬

に
面
接
・
適
性
検
査
・
学
力
検

査
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問
　
大
分
県
立
盲
学
校

☎
０
９
７

−

５
３
２

−

２
６
３
８

放
送
大
学
　
４
月
生
募
集

　
創
立
30
周
年
を
迎
え
た
放
送

大
学
で
は
平
成
26
年
度
第
１
学

期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
て
学

ぶ
通
信
制
大
学
で
す
。心
理
学
・

福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野

を
学
べ
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
　

12
月
21
日

（土）･

１
月
５
日

（日）
・

２
月
９
日

（日）
・
２
月
15
日

（土）

出
願
期
限
　
２
月
28
日

（金）

　
資
料
を
無
料
で
送
付
し
ま
す

の
で
お
気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ

い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問放
送
大
学
大
分
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７

−

５
４
９

−

６
６
１
２

講
　
習

消
防
設
備
点
検資

格
者
講
習

●
第
１
種
・
第
２
種

　
消
防
設
備
点
検
資
格
者

講
習
日

第
１
種

２
月
18
日

（火）
～
20
日

（木）

第
２
種

２
月
25
日

（火）
～
27
日

（木）

場
所

大
分
県
農
業
共
済
組
合
連
合
会

３
階
大
会
議
室

受
講
料
　
３
１
、０
０
０
円

受
付
期
間

１
月
６
日

（月）
～
24
日

（金）

情
く ら し の

コ ー ナ ー

報
█ 国東市役所　　　☎（0978）72-1111（代）
█ 国見総合支所　　☎（0978）82-1111（代）
█ 武蔵総合支所　　☎（0978）68-1111（代）
█ 安岐総合支所　　☎（0978）67-1111（代）
█ 国東市消防本部　☎（0978）72-1101
█ 国東市民病院　　☎（0978）67-1211（代）
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●
消
防
設
備
点
検
資
格
者
再
講
習

平
成
20
年
度
に
資
格
を
取
得
、
ま

た
は
再
講
習
を
受
け
た
資
格
者

講
習
日

第
１
種
　
３
月
４
日

（火）

第
２
種
　
３
月
５
日

（水）

場
所
　
大
分
県
教
育
会
館

受
講
料
　
９
、５
０
０
円

受
付
期
間

１
月
６
日

（月）
～
24
日

（金）

申
・
問
　

（
一
財
）大
分
県消

防
設
備
安
全
協
会

☎
０
９
７

−

５
３
７

−

３
１
２
５

店
舗
販
売
員
促
進
者
講
習

　
小
売
店
（
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

等
）
が
取
り
扱
っ
て
い
る
建
築

資
材
や
工
具
、
住
宅
設
備
に
関

す
る
商
品
を
理
解
す
る
と
共
に
、

接
客
マ
ナ
ー
等
を
受
講
し
、
こ

の
分
野
へ
の
就
職
・
就
業
を
目

的
と
し
た
講
座
で
す
。
公
共
職

業
安
定
所
に
求
職
申
込
を
さ
れ

た
55
歳
以
上
の
方
が
対
象
で
す
。

期
間
　
２
月
３
日

（月）
～
14
日

（金）

間
の
８
日
間

場
所

豊
泉
荘
（
別
府
市
青
山
町
）

募
集
人
員
　
15
人

募
集
期
限
　
１
月
28
日

（火）

選
考
日
　
１
月
30
日

（木）

受
講
料
　
無
料

申
・
問

大
分
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

☎
０
９
７

−

５
４
０

−

６
３
１
３

国
東
市
シ
ル
バ
ー人

材
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
８

−

67

−

２
９
９
１

相
談

労
務
・
年
金
相
談

　
商
工
会
は
事
業
所
や
市
民
の

方
を
対
象
に
労
務
・
年
金
相
談

会
を
行
い
ま
す
。（
初
回
無
料
）

日
時

12
月
19
日

（木）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所

国
東
市
商
工
会
本
所
及
び
国
見

支
所

相
談
対
応
　
社
会
保
険
労
務
士

※
当
日
の
申
込
み
も
可
能
で
す

申
・
問
　
国
東
市
商
工
会

☎
０
９
７
８

−

72

−

２
０
０
０

不
妊（
不
育
）に
つ
い
て
の

個
別
相
談
会

　
大
分
県
不
妊
専
門
相
談
セ
ン

タ
ー
で
は
、
専
門
相
談
員
（
助

産
師
）
に
よ
る
不
妊
・
不
育
に

関
す
る
個
別
相
談
会
を
実
施
し

ま
す
。
治
療
中
の
ご
夫
婦
や
ご

家
族
、
結
婚
準
備
中
の
カ
ッ
プ

ル
の
方
な
ど
、
一
組
30
分
程
度
の

個
別
相
談
で
す
。
参
加
希
望
の

方
は
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

日
時

12
月
12
日

（木）
午
後
２
時
～
４
時

（
予
約
状
況
に
よ
り
調
整
）

場
所

大
分
県
東
部
保
健
所国

東
保
健
部

参
加
費
　
無
料

　
大
分
県
不
妊
専
門
相
談

セ
ン
タ
ー
「
ホ
ー
プ
フ
ル

h
o
p
efu

l

」 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も

ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
・
問

東
部
保
健
所
国
東
保
健
部

地
域
保
健
課

☎
０
９
７
８

−

72

−

１
１
２
７

お
お
い
た
妊
娠

ヘ
ル
プ
セ
ン
タ
ー

　
お
お
い
た
妊
娠
ヘ
ル
プ
セ
ン

タ
ー
で
は
、
思
い
が
け
な
い
妊

娠
の
悩
み
、
出
産
や
育
児
の
相

談
に
、
専
任
の
助
産
師
が
対
応

し
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

開
所
時
間

水
～
日
曜
日

午
前
11
時
30
分
～
午
後
７
時

場
所
　
大
分
県
助
産
師
会
「
子

育
て
・
女
性
健
康
支
援
セ
ン

タ
ー
」（
大
分
市
中
央
町
）　

☎
０
１
２
０

−

２
４
１

−

７
８
３

メ
ー
ル

n
in

sin
-7

8
3
@

sa
g
e
.o

c
n
.

n
e.jp

面
接

産
婦
人
科
医
師
に
よ
る
相
談

（
予
約
制
）・
専
任
助
産
師
に
よ

る
相
談

相
談
料
　
無
料

問
　
大
分
県
健
康
対
策
課

☎
０
９
７

−

５
０
６

−

２
６
６
３

求
人
情
報

市
内
で
働
き
ま
せ
ん
か
？

従
業
員
を
募
集
中
で
す

◆
安
岐
の
郷（
介
護
職
・
正
看

護
師
も
し
く
は
准
看
護
師
）
◆

ら
い
む
工
房
（
農
業
作
業
員
）

◆
リ
ッ
コ
ー（
製
造
工
）
◆
タ

キ
グ
チ
商
事（
経
理
・
一
般
事

務
）
◆
メ
ー
プ
ル
尽
ク
リ
ニ
ッ

ク（
臨
床
工
学
技
士
）
◆
テ
オ

リ
ッ
ク（
機
械
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
・

金
型
部
品
の
営
業
）
◆
定
村
内

科
医
院（
看
護
師
）◆
安
岐
モ
ー

タ
ー
ス（
事
務
及
び
フ
ロ
ン
ト

業
務
）
◆
富
来
郵
便
局（
郵
便

局
窓
口
）
◆
国
東
中
央
福
祉
セ

ン
タ
ー（
介
護
職
員
）
◆
あ
お

ぞ
ら
病
院
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
大
地（
薬
剤
師
）
◆
メ

デ
ィ
ケ
ア
亀
寿
苑（
正
・
准
看

護
師
）
◆
国
東
中
央
ク
リ
ニ
ッ

ク（
医
療
事
務
・
看
護
師
・
准
看

護
師
・
理
学
療
法
士
・
介
護
福

祉
士
・
給
食
調
理
員
）
◆
豊
栄

建
設（
１
級
土
木
施
工
管
理
技

士
・
土
木
施
工
管
理
見
習
）
◆

財
前
組（
土
木
施
工
管
理
技
士

（
１
・
２
級
）・
級
舗
装
管
理
技

士（
１
・
２
級
））
◆
山
口
水
道

工
業（
水
道
配
管
工
）
◆
佐
藤

建
設（
土
木
管
理
施
工
技
術
者

及
び
土
木
作
業
員
）
◆
ク
リ
エ

イ
シ
ョ
ン
ボ
ッ
ク
ス（
野
菜
の

集
荷
・
配
達
・
商
品
加
工
）
◆

麻
田
建
設（
土
木
施
工
管
理
技

術
者
）
◆
国
見
病
院（
医
療
事

務
）
◆
ス
タ
ー
コ
ッ
ク
ス（
成

形
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
）
◆
フ
ァ

ミ
リ
ー
マ
ー
ト
武
蔵
町
店（
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
・
店
長
候
補
）
◆

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
エ
ー

ス（
販
売
）
◆
フ
ク
ミ
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
（
貨
物
配
送
員
）

◆
ア
イ
リ
ス
ソ
ー
コ
ー（
工
場

内
軽
作
業
）
◆
石
田
製
鋼（
営

業
）
◆
く
に
み
農
産
加
工（
食

品
製
造
）
◆
宮
迫
建
設（
一
般

土
木
作
業
員
）
◆
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス（
店
長
候

補
・
調
理
ス
タ
ッ
フ
）
◆
ウ
ェ

ル
ハ
ウ
ス
し
ら
さ
ぎ（
介
護
職

員
）
◆
安
部（
農
作
業
及
び
管

理
業
務
）
◆
む
さ
し
整
形
外
科

医
院（
調
理
師
）

　
以
上
の
求
人
は
11
月
20
日
現

在
の
国
東
市
関
係
の
一
部
で

す
。

問
い
合
わ
せ

別
府
公
共
職
業
安
定
所
　

　
国
東
地
域
ふ
る
さ
と

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

国
東
町
鶴
川
１
３
３
４

☎
０
９
７
８

−

72

−

０
９
５
２

国東市ケーブルテレビセンター 
☎0978-73-0200

年末年始（12月28日～1月10日）は
特別編成で放送します。

詳しくは国東市ホームページで！

年末年始（12月28日～1月10日）は
特別編成で放送します。

詳しくは国東市ホームページで！

ケーブルテレビ番組表
デジタル１１・アナログ１

6:00
6:30
7:00
7:30
8:00
8:30
9:00
9:30
10:00
10:30
11:00
11:30
12:00
12:30
13:00
13:30
14:00
14:30
15:00
15:30
16:00
16:30
17:00
17:30
18:00
18:30
19:00
19:30
20:00
20:30
21:00
21:30
22:00
22:30
23:00
23:30
0:00
0:30
1:00
1:30
2:00
6:00

時刻 月～木 金
ゴルフクリニック

OITA元気ッズ
OCTもぎたてプラス～OITAタウン情報

OCT日替わり番組

文字情報
ちょるちょる体操、7:05番組案内
7:10文字情報

ちょるちょる体操、15:05番組案内
15:10文字情報

番組案内、18:35文字情報

番組案内、22:05文字情報

文字情報

文字情報

文字情報

くにさき情報レストラン①（自主制作番組）
8:50お知らせ横丁 

くにさき情報レストラン①（自主制作番組）
12:50お知らせ横丁 
くにさき情報レストラン②（自主制作番組）
13:50お知らせ横丁 

くにさき情報レストラン①（自主制作番組）
0:50お知らせ横丁 
くにさき情報レストラン②（自主制作番組）
1:50お知らせ横丁 

くにさき情報レストラン①（自主制作番組）
20:50お知らせ横丁 
くにさき情報レストラン②（自主制作番組）
21:50お知らせ横丁 

くにさき情報レストラン②（自主制作番組）
9:50お知らせ横丁 

アーカイブ倶楽部（過去の番組を再放送）

アーカイブ倶楽部（過去の番組を再放送）

OCTもぎたて情報局
（生放送）

週刊
ケーブル7
（再）

OCTもぎたて情報局
（再）

週刊ケーブル7
（再）

大分県内の
ケーブルテレビ制作番組

週刊ケーブル7
（再）

週刊ケーブル7
（生放送）

土　　日

〈広告〉



　　　KUNISAKI INFORMATION　　　　　　KUNISAKI INFORMATION　　　

住宅名 間取り 家賃（円） 備考
サンコー

ポラス富来
3DK

1、2、3階 35,000
  4、5階 30,000

所得制限なし

県営国見
2A-1-301号

3DK 21,700〜32,300 所得制限あり
2A-1-303号

県営小川 2B-2-10号 4K 16,800〜25,000 所得制限あり

住宅名 戸
数部屋番号 間取り 家賃（円）

国
見
町

八坂団地 3

1B-1-1号 3K 11,900 〜17,700

1B-5-3 号
4K

14,900 〜 22,100

2B-1-4 号 13,800 〜 20,500

花開団地 1 D 棟 3LDK 45,000

国
東
町

平床団地 1 8-1 号 4K 16,600 〜 24,800

重藤団地 2
7-1 号

4K
17,600 〜 26,200

8-5 号 17,100 〜 25,400

武
蔵
町

池見台団地 1 2 号 3LDK 20,500 〜 30,600

武蔵
グリーン

ヒル
3

4-2 号 ( 単身者用 ) 1LDK 38,000

3-3 号
3LDK 46,000

1-7 号

向陽台団地 2
C 棟

3LDK 62,000
J 棟

県営月山 2
TR4-102 号（高齢者用） 3DK 22,700 〜 33,800

TR3-203 号 2DK 19,400 〜 28,900

安
岐
町

向陽台住宅 1 B3-1 号 3LDK 56,000

かえで住宅 4

123 号

3LDK 54,000
213 号

224 号

233 号

日向住宅 3

6-2 号

3LDK 44,0006-5 号

7-10 号

■入居者資格
（1）現に同居し、又は同居しようとする親族があること 

（高齢者・障がい者等は1人でも入居可）
（2）現に住宅に困窮していることが明らかであること
（3）県民税または市町村民税、公営住宅使用料等を

滞納していないこと
（4）条例で定める基準の収入であること
（5）入居者及び同居者が暴力団員ではないこと

■申込手続
　入居を希望される方は、印鑑持参の上、住民票、
所得額証明書及び市税等完納証明書などの必要
書類を揃えて、12月16日（月）までに国東市役所
建設課または各総合支所地域産業建設課へお越
しのうえ、お申し込みください。

■入居可能日　1月１日（水）
　※随時募集は除きます

■その他
　入居資格のある申込者が複数あり、住宅困窮
度が定めがたい場合は、抽選とします。
　抽選会及び説明会は、12月17日（火）午後１時
30分から国東市役所本庁舎3階旧第1委員会室
で行います。
　入居者資格等詳細については、下記までお問
い合わせください。

■問い合わせ
国東市役所建設課住宅係 ☎ 0978-72-5179 内線 922
国見総合支所地域産業建設課 ☎ 0978-82-1114 内線 213
武蔵総合支所地域産業建設課 ☎ 0978-68-1113 内線 48
安岐総合支所地域産業建設課 ☎ 0978-67-1116 内線 243

国東市営(公営)住宅の入居者を募集します 

随時募集（申込時に入居可能日をお知らせします）

27 2013.12 26

月日 病院名 所在地 電話番号

12 月 8 日
福永胃腸科外科医院 国東町鶴川 72-3001

たてわき眼科 武蔵町糸原 69-0111

12 月15 日
末綱クリニック 国東町田深 72-0433

定村内科医院 安岐町塩屋 67-2127

12 月22 日
国見病院 国見町伊美 82-1251

橋永医院 国東町安国寺 72-1158

12 月23 日
堀田医院 国見町伊美 82-0490

松原医院 武蔵町古市 68-0010

12 月29 日
はるかぜ醫院 国見町大熊毛 89-9414

メープル尽クリニック 安岐町下原 67-2800

1月1日
福永胃腸科外科医院 国東町鶴川 72-3001

あおぞら病院 国東町小原 72-0455

1月 2 日
国東中央クリニック 国東町北江 73-2200

あさひクリニック 国東町綱井 72-0365

1月 3 日
堀田医院 国見町伊美 82-0490

橋永医院 国東町安国寺 72-1158

1月 5 日
富来Ｋ.クリニック 国東町富来浦 73-3010

牛嶋内科胃腸科クリニック 武蔵町古市 69-0889

月日 病院名 所在地 電話番号

12 月 8 日 ざいぜん歯科 国東町小原 72-1042

12 月15 日 矢野歯科医院 安岐町瀬戸田 67-0499

12 月22 日 川野歯科医院 武蔵町古市 68-1574

12 月23 日 アキモト歯科医院 安岐町西本 67-2677

12 月29 日 清末歯科医院 国東町富来浦 74-0102

12 月30 日 岐部歯科医院 国見町伊美 82-0078

12 月 31日 なかよし歯科医院 武蔵町古市 68-0118

1月1日 さいとう歯科医院 安岐町塩屋 67-2980

1月 2 日 福永歯科医院 国東町鶴川 72-2838

1月 3 日 わかば歯科 国東町鶴川 72-2959

1月 5 日 ふじがき歯科医院 国見町伊美 82-1011

12・1月の休日在宅当番医
午前8時30分〜午後5時 午前9時〜正午

12・1月の休日歯科当番医

※休日当番医は変更になることがありますので、電話で
ご確認のうえ受診してください。

　国東市民病院（安岐町下原 ☎ 67-1211）・ 
　あおぞら病院（国東町小原 ☎ 72-0455）は
　救急指定病院です。

お悔やみ申し上げます。（敬称略）
 10月
 16日 国東町下成仏 本　田　由紀子 （71）
 20日 国東町田深 栗　林　茂　喜 （82）
 21日 国東町田深 國　 　知　子 （86）
 22日 安岐町塩屋 富　春　トヨ子 （85）
 23日 国東町田深 福　田　 　春 （81）
 25日 国見町大熊毛 橋　本　　　務 （86）
 27日 国東町大恩寺  佐見　弘　子 （86）
  国東町北江 久　清　　　實 （99）
 29日 国東町下成仏 須　藤　千代子 （90）
  国東町岩屋 圖　司　シズヱ （84）
  安岐町山浦  　 　ノブ子 （81）
 30日 国見町 来 松　本　艶　子 （79）
  国東町浜 藤　原　富美子 （94）
  国東町東堅来 長　木　テルヱ （93）
 31日 安岐町下原 東　　　ユミ子 （83）
 11月
 2日 国東町小原 山　田　壽　夫 （86）
  安岐町明治 財　前　　　一 （95）
 3日 国見町野田 田　口　勇　男 （85）
 4日 国東町北江 嶋　﨑　 　一 （56）

  安岐町朝来 岩　本　清　實 （79）
 5日 国東町富来 田　吹　　　光 （87）
 6日 国東町田深 一　丸　治　子 （74）
  武蔵町糸原 松　岡　末　一 （80）
  安岐町朝来 牧　野　ツワノ （95）
 7日 国東町富来浦 元　兼　 　雄 （79）
 9日 国見町大熊毛 井　上　　　澄 （75）
  国東町浜 吉　永　義　行 （81）
  安岐町瀬戸田 小　俣　キヨカ （84）
 10日 安岐町向陽台 中　野　　　勇 （50）
 13日 安岐町朝来 諸　冨　トミ子 （72）
  安岐町中園 中　野　ミドリ （89）
  安岐町西本 足　立　ハルヱ （98）
  安岐町下原 神　取　惠　一 （86）
 15日 国見町竹田津 斧　田　準　一 （87）
 17日 国見町大熊毛 元　浦　アヤコ （90）
  武蔵町古市 牧　　　ヤスノ （94）
 18日 国見町伊美 江　本　若　枝 （94）
  安岐町中園 加　 　義　德 （80）

10 月 21日〜11月 20 日までの届出分

 10月

 9日 安岐町成久 　　　鈴
す ず ね

音 （光伸・いづみ）

 15日 国東町富来浦 清　國　ひなた （竜也・ちはる）

 17日 国東町北江 後　藤　未
み

羽
う

 （輝一・典子）

 25日 国東町鶴川 鹿　島　　　優
ゆう

 （剛・紀子）

 28日 安岐町中園 長　岡　優
ゆ う な

奈 （知裕・智弓）

 31日 武蔵町糸原 幸　松　ひより （恭平・愛実）

  武蔵町糸原 幸　松　ひまり （恭平・愛実）

  武蔵町手野 滝　口　幹
か ん た

大 （公太・美穂）

 11月

 4日 国東町田深 小田原　晴
は る ま

真 （健太・美由貴）

 9日 国東町小原 谷　部　華
か お ん

音 （涼輔・実花）

（　）内は保護者の名前／10月21日〜11月20日までの届出分

※「お誕生日おめでとう!」「お悔やみ申し上げます」のコーナーについては、掲載希望の申し出のあった方を掲載しています。

お誕生おめでとう！（敬称略）



ひとのうごき（10月31日現在） 12月の納税
固定資産税（3期） 国民健康保険税（6期）
介護保険料（7期） 後期高齢者医療保険料（6期）

問い合わせ 税務課　☎0978－72－1111
納期限12月25日（水）

人　口
男
女
世帯数

31,078 人 （－40）
14,838 人 （－17）
16,240 人 （－23）
13,396 世帯 （－20）

転入 67
転出 73
出生 8
死亡 40

（　）内は前月比

　いつも市報くにさきをご覧いただきありがとうございます。5月号から編集

担当者として、取材で市内を駆け回り、写真を撮り、記事を書き、各課からの原稿を修正し、締切に

追われながら毎日を過ごしています。取材先でお会いする方 に々は、快くお相手いただき心から感

謝申し上げます。「あれ？ケーブルじゃないんかえ！」と、まだまだ言われることも多いので、「市報担当に異動

したのでよろしくお願いします」と“広報”しています。

　先月参加した広報担当者のセミナーで、「広報紙は見やすく・短く・わかりやすく。市民に理解を得て、情報

が共有・共感されなければならない」と指導されました。一日も早く「広報の人だ！」と覚えていただけるよ

うに努力してまいります。それではみなさま、よいお年をお迎えください。       （広報室広報係　中野浄昭）

編集後記編集後記

問い合わせ　弥生のムラ　☎0978－72－2677

七 日 正 月
七日正月ってなに？
七日正月は江戸時代くらいから始まったもので、
旧暦（昔のカレンダー）の正月には七草がゆなど
を食べて１年の健康と無事を祈っていました。

七草がゆ
邪気を払い、万病を防ぐといわれています。
（セリ・ナズナ・ゴギョウ・ハコベラ・ホトケノザ・スズナ・スズシロ）

七 日 正 月

平成26年1月12日（日）
午前10時～
弥生のムラ 国東市歴史体験学習館
＊雨天決行（場所・内容が変わります）

なのかしょうがつ
弥生のムラで過ごすお正月

自
由
参
加

参
加
費
無
料

其の一
「お正月遊びを楽しもう！」 
■たこ、羽子板、バイゴマ、干支を作ろう！
　午前10時～11時
■たこあげ、羽根つき、こままわしをして遊ぼう！
　午前11時～12時20分

「開会行事」 12時20分～12時30分

そ

其の二
「七草がゆと古代ピザ」＆「くにさき豊後万歳」
■七草がゆを食べて、今年も元気に過ごそう
　午後12時30分～ 　※なくなり次第終了します。

そ

其の三
「開運たこあげ大会・はねつき大会」
■豪華景品プレゼント　午後1時～

そ

作   ロナウジーニョ太郎 No.93

お
ま
か
せ
く
ん

ま
だ

信
じ
て
る
の

ん

今
年
こ
そ

サ
ン
タ
さ
ん
の

正
体
を…

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ヴ

う
ん

サ
ン
タ
は

絶
対
い
る
よ

サ
、

　

サ
ン
タ

　
　

さ
ん
だ

ボ
ク

　

金
庫
の
番
号

知
ら
ん

サ
ン
タ
さ
ん

　

見
っ
け
！！

え
っ
！

　

ド
ロ
ボ
ウ
！！

２
０
１
３
年
12
月
号

編
集
・
国
東
市
役
所
秘
書
広
報
課
広
報
室

（　

０
９
７
８　

１
１
１
１
・
F
A
X
０
９
７
８　

１
８
２
２
）  

印
刷
・
㈱
プ
リ
メ
デ
ィ
ア

国
東
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

h
ttp
://w

e
b
.c
ity.k

u
n
is
a
k
i.o
ita
.jp

72

72

市
報

KU
N

ISA
KI

No.93


